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全国長南会の会員の皆様には会報（通信）で稀に紹介されるくらいですから御記憶のない方もいらっしやる事と思います。中村就一氏の著書「長南氏の研究」の 3分冊目の完成（1980 年）を待ち「全国長南会」を立ち上げました（1981 年）。その時会長：長南徳男氏、副会長：長南藤四郎氏、克明氏、鉱六氏、昇氏、船本音羽氏、長南俊春、事務局長：中村就一氏が指名された。更に 2代目会長：長南藤四郎氏に代わり、2000 年には 3 代目会長に小生が指名され今日に至っております。日常的には事務局長（現在は 2代目長南秀則氏）に運営をお任せで名前ばかりの会長です。3分冊を 1－冊に纏め 1987 年に 1000 部発刊し会員への頒布、関係先（国会図書館、縁りのある図書館、関係自治体、関係団体）

にも配布した。今般、小生始めて俳句の本を発刊することになりました。当初は娘・息子の家族だけに残す事を考えていました。句集とは別に年表に関する部分を時系列化し当時の社会状況を比較出来るようにしました。基本的には中村就一氏の著書を踏襲しておりますが本人の了解は得ております。俳句の方が具体化する過程でだんだん話が大きくなり配布する粋が増えました。全国長南会の会員、縁りのある親戚、俳句の仲間、嘗ての職場の仲間、学校の先生、先輩、後輩その他に焦点を絞りました。一族の方には中村就一氏の「長南氏の研究」の中で大方は御承知の事と思いますが一族に纏わる事柄の年表を作成し小生なりに補足・追加をしております。略系図の中ではどの時点で枝分かれして現在の御自分があるのかお調べになり後に続く子孫に残される事をお勧めします。この点は一族の皆様には特にお願いしておきます。年表に表せなかった事柄で書き残したことが多々ありますが割愛させて頂きました。長南和泉守の墓や裁松記念碑の建立について多大な御寄附等を数度に亘りご支援を頂いた皆様に今回発刊する初句集「菅丞相の梅」をお礼に進呈することにしました。内容的には御期待に添えない事が多々あると思いますが、御一読頂ければ
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幸いです。読後の感想や、御自分ならこう詠むと御一報頂けましたら尚々嬉しく存じます。この原稿の途中で稀勢の里が横綱に決定したとテレビ報道があり待ちこがれていた一人として大変嬉しく思いました。一族の皆さんは相撲の神様が野見宿弥であることは御承知とは思いますが相撲の原点が野見宿弥とたいまのけはや当麻蹴速の力比べにあり、見方を変 えますと日本のスポーツの原点はここにあると言っても過言ではないと思われます。その後、時の流れと共に柔道、剣道、空手が日本で栄え日本古来の武道と言われる様になったものと思います。明治以降は外国から導入した近代スポーツも盛んになり今日に至っております。余分な事を書いて恐縮です。末筆になりますが皆様の益々の御発展と御自愛を切にお願い申し上げます。埼玉県 久喜市
俊春会長が「菅丞相の梅」を自費出版されました。この本を全国長南会会員全員と以前会員で現在は退会などで「全国長南会通信」を送付していない方の中で贈呈を希望する方に送付することになりました。内訳は会員約１１０人、元会員２０人です。会員のほかにも会長のご親戚やご友人にも直接会長から配布しています。お手元に届いたら、是非ご一読され、ご自分の蔵書の中に入れていただきたく存じます。９月１０日（日）には会長と柏市の中

村就一さん宅を訪問し、長南会通信５７号をお届けし、会長の書籍出版の報告とその他近況などをお話しました。中村さんは多少耳が遠くなってはいますが、お元気でお過ごしです。また、今回の長南会通信５８号は、会長出版記念特集として、書籍と同封するため、ページ数を減らし、早めの発行とさせていただきました。本年度の会計報告などは次回５９号でさせていただきますことを、ご了承ください。事務局 青宿 長南秀則
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05/01 神奈川県 長南誠悦 3,00009/10 千葉県 中村就一 10,00009/10 宮城県 星川十一 2,00009/17 北海道 長南一男 2,000

今年の 4月、俊春会長が青宿を訪問し、本の自費出版の件で、会員への配布方法などを相談した。会員全員と、以前の会員で退会などで今は長南会通信を送っていない方達に、贈呈を希望するかどうか、往復はがきで確認してから配布することにする。（写真左）
写真上、左から武副会長、俊春会長、秀則事務局長、照光副会長

９月、柏市の中村さん宅を訪問し出版の報告と近況などを聞く。また、通信５７号を持参して中村さんに手渡す。 栽松の誉目出度く子孫に伝う
栽松の掛軸今は家宝にて長南俊春

会費ありがとうござ

いました
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長南町訪問 ９月２９日
長福寿寺 写真上はコスモス（９月）、右が紅花（６月）。秋の新しい名所になるかな？ 笠森寺

長福寿寺 写真左 長南殿、下長南川にかかる三途橋


